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1．俳句の国際化に関連して
1. 1．俳句の国際化を簡単に振り返って
「国際俳句交流協会」（Haiku International Association）という俳句組織
がある。これは 1989年に「世界各国の俳句愛好者間の多角的な相互理解を深
め，世界平和の促進に寄与する」（1）ことを目的として設立された協会である。
この協会刊行の『国際俳人句集』（Haiku International−2000）の序文には，
明治以来の俳句国際化の歴史が簡潔に要約されている。
ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）が欧米人として初めて俳句の魅力を発見したの
は，19世紀もやがて終わろうとしていたころですが，それは折しも正岡子規が俳句
の革新に情熱を傾けていたときでもありました。それから間もない 1905年には，フ
ランス人のポール・ルイ・クーシュがパリに俳句を伝え，自らフランス語で作った作
品をまとめた句集『水の流れのままに』を出版し，早くも HAIKU ブームを巻きおこ
したというのですから，俳句の国際化の歴史はすでに 100年に手が届こうとしている
わけです。第二次大戦後にはイギリス人ブライスの著書が人々に大きな影響を与え，
俳句の国際化に拍車をかけました。また，アメリカの詩人パウンドが俳句に強い関心
を示したことも，よく知られている事実です。
このように俳句国際化の歴史は 100年になろうとしているが，俳句は第 2
次大戦後ますます国際化の速度を速め，現在では欧米は言うに及ばず，アフリ
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カ各地にも燎原の火のごとく広まりつつある。アジアに目を転ずれば，中国で
は「漢俳」の名のもとにハイクが行なわれ，インドにもハイクは受け入れられ
るにいたっている。このような俳句の国際化の動きと符節を合わせるかのよう
に，1991年正岡子規の故郷である松山市で国際俳句シンポジウムが開催さ
れ，それを踏まえて日英両文の「松山宣言」が発表された。この宣言には，
「俳句がすでに久しく世界各地にひろまって，かならずしも 5−7−5の定型や季
語とかかわらない新しいすぐれた短詩型文学を生みだしている事実を歓迎し，
むしろその運動を刺激として現代日本の俳句革新を進めてゆこう」（2）との趣旨
が盛り込まれている。
1. 2．「俳句」と「ハイク」
本稿の表題に「俳句」ではなく「ハイク」という表記を使ったことについて
言及しておきたい。私は外国語で行なわれている「ハイク」は，日本語の「俳
句」とは異なるものであると思っている。語学的視点からみれば，日本の俳句
は日本語という言語独自の内的可能性に由来するものであり，外国語のハイク
が言語組織の壁を越えて日本語の俳句に肉薄することは不可能である。外国語
のハイクは日本語の俳句から示唆を受けて外国語独自の可能性を追求すればよ
く，むしろ外国語のハイクが日本語の俳句と異なってこそ本来の姿であり，わ
れわれはその成り行きを暖かく見つめる立場にある。こうして生み出された外
国語のハイクが，逆に日本語の俳句に示唆と刺激を与えてくれる可能性も否定
することはできない。そのような意図から──日本語の俳句が外国語に訳され
た場合をも含めて──「俳句」ではなく「ハイク」という名称を使いたい。
2. K．フローレンツ（1865−1939）の俳句の独訳
フローレンツは明治中期日本に招聘され，帝国大学（東京大学）でドイツ語
学・文学などを講じ，帰国後はドイツ日本学の草分けであるハンブルク大学日
本学科の初代教授を務めた学究である。彼は訳詩集『東方からの詩人の挨拶─
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─日本の詩歌』（Dichtergrüsse aus dem Osten. Japanische Dichtungen ,
1894）において，その副題が示すように日本の詩歌を翻訳・紹介した。この
訳詩集は，「日本の詩がドイツの一般読者に紹介されると同時に他の作家の模
作の対象ともなり，これを通じてドイツ人の詩人に影響をあたえることになっ
た」（3）と言われている。フローレンツはこの訳詩集のなかで，荒木田守武の句
「落下枝に帰ると見れば胡蝶かな」を次のように独訳している。因みにこの守
武の句は，禅宗の系譜を記した中国の仏教書『伝灯録』に由来する謡曲・八島
の「落花枝に帰らず」を逆転させ機知を働かせたもので，「帰るはずのない花
が枝に帰った，その錯覚のおかしみ」（4）を表わしている。
AUGENTÄUSCHUNG ［大意］見間違い
Wie? schwebt die Blüte, die eben fiel， おや？今散った花びらが空中をたゆたい
Schon wieder zum Zweig am Baum zurück? また木の枝にもどってゆくではないか？
Das wäre fürwahr ein seltsam Ding! これはなんとも不思議なことだ！
Ich näherte mich und schärfte den Blick── 私は近寄って眼を凝らした──
Da fand ich──es war nur ein Schmetterling. そのとき私は気づいた──
それはただ一匹の蝶であった。
フローレンツは，守武の句に原句にない「見間違い」（Augentäuschung）
という表題を添えて 5行に独訳している。当時東京帝国大学にあって国語学
を講じていた上田萬年は，紀要『帝國文學』のなかでフローレンツの訳業に対
して，「予は日本文學のため，又獨乙文學のために，茲に此書の出版せられた
るを敬賀す。殊に此兩文學を知己たらしめる紹介者としてのフローレンツ先生
に對ひては，深く感謝の意を表白する事を躊躇せず」と述べた後，「然れど
も，予は徹頭徹尾先生の譯出に，賛成する者にはあらず」とし，守武の句の翻
訳について「かかる短句の翻譯は，二行位にてなにとか工夫のつかざる者か，
敢て東西の識者に問ひ奉る」と批判した（5）。この上田の批判に対してフロー
レンツは，『帝國文學』に論説「日本詩歌の精神と歐洲詩歌の精神との比較考」
を寄稿し，そのなかで次のように答えている（6）。
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上田氏の批評文中に顯はれたる氏の意見に依れば，譯者は僅に「二行位」にて之を譯
出せんことを必要とせらるゝものゝ如し。素より翻譯は國語の精神の許す限り，成可
く簡短ならんことを旨とすべきは，余の認むる所なり。されども上田氏の注文の如く
一概に論じ去りたるものには，余は悉く同意を表する能はざるなり。［中略］格言，
諷刺，頓智，等を含める日本の發句は，事情に依り，優に二行の短句に翻譯し得べし
と雖も，かの．．．發句──例へば『落花枝に帰ると見れば胡蝶かな』──を翻譯するに
當って，若し短句の躰形を以てせば，多くは敗壞滅裂又救ふべからざるものとなり，
歐洲人をして，日本人が原作に於て受くるよりも全く別種の感動を受けしむるに至ら
ん。何んとなれば日本人の賞美する簡短てふ特質は，却って，歐洲人をして不満を懐
かしめ，終に其詩の神韻を認識するに至らずして止むべければなり。［中略］於是
か，余輩は第二の翻譯法を發明せざるべからず，即ち原作に對して，少許の語句を添
加し，以て譯文の意義を明白ならしむるもの之れなり。換言すれば，原作を讀む本國
の人民に解し得るも，譯文を讀む外国の讀者に解し得ざる，思想及び典故をば，巧妙
に其の原作中に點綴して，之れを譯出するものなり。假りに此譯文を以て繪畫に比較
すれば，其の點綴したる加句は即ち遠景にして，原作の語句は其の本景なり。今此理
論を以て彼の發句に適用せんか，譯者は先ず讀者に對して，日本人民の有せる智識──
此の詩の解釋に欠くべからざる智識──を傳へ，以て其の遠景を作らざるべからず，
而して此上に彼の本景たる原作を畫かば，其の意義たるや充分に明瞭なるを得べし。
今假りに余の翻譯を以て之を例せば，始めの三行は遠景にして，避くべからざる添加
なり，而して後の三行は即ち本景にして，日獨兩語の間彼此不同の精神の許さん限
り，切に原作の字句に從って翻譯したるものなり。
フローレンツによれば，守武の句の翻訳に関する上田の「二行位にてなにと
か工夫のつかざる者か」という所説は一応首肯けるが，日本の文化に親炙した
ことのないヨーロッパ人には「短句の躰形」による翻訳では原句の意味が理解
できない，したがって遠景として「少許の語句を添加」し，本景として「原作
の字句」を翻訳し，句全体の意味を分明ならしめるよう試みたというのであ
る。明治時代中期に守武の句の翻訳をめぐってフローレンツと上田の間にこの
ような応酬があったという事実はなかなか興味深い。この応酬はその後も続く
が，これを「日本の最初の比較文学論争」であったとみなす人もいる（7）。フ
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ローレンツによる守武の句の独訳は，その直後に A．ロイドによって次のよ
うに英語に重訳された（8）。この英語への重訳が機縁となったのであろうか，
欧米においてこの句が非常にもてはやされた時期があったという。
An ocular delusion ［大意］目の錯覚
I watched a petal fall from the tree. 私は一枚の花びらが木から舞い落ちるのを見た。
It fell──but flew back again : 花びらは落下した──だがそれは再び舞い戻った
What could it be? I rushed to see : なんていうことか？ 私は駆け寄って見た。
There did I spy と，私が見たのは
hovering butterfly! 宙に舞う蝶であった。
このロイドの訳はフローレンツからの重訳であるから表題も含めて 6行と
なっており，冗長であるのは仕方のないことであるが，三つの視覚動詞──
watch（〈動いているものを〉じっと見る），see（よく見る・確かめる），spy
（〈……しているのを〉見つける）──が使い分けられおり，落花に対する視点
と視線に動きがあって，フローレンツ訳よりも面白味が増している。
フローレンツはその後，守武のこの句を 3行に独訳し直している。その訳
し直しのさいにフローレンツが参考にしたのは，日本に外交官として滞在した
ことのあるイギリス人 G．アストンの 3行の英訳であったという（9）。
Thought I, the fallen flowers ［大意］私は思った，散った花びらが
Are returning to their branch ; もとの枝にもどってゆくと。
But lo! they were butterflies． しかし見たまえ！花びらは蝶々であった。
（Aston, 1899）
Die abgefallne Blüte, dacht' ich， ［大意］私は思った，散った花びらが
Kehrt wieder zurück zum Zweige── ふたたび枝にもどってゆくと──
Doch war's ein Schmetterling! しかしそれは一匹の蝶であった。
（Florenz, 1906）
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フローレンツがアストンに倣って，このように守武の句を 3行に訳して以
後，ドイツではハイクは 3行に纏めるのが一般化したようである。ではなぜ
ハイクを 3行に書き分けるのか。今掲げたフローレンツの 3行訳の各行末尾
に注目してみたい。1行目はコンマで終わり，2行目はダッシュ，3行目は感
嘆符で締め括られている。ドイツ語ハイクの各行末がいつもこのようにそれぞ
れ異なった句読点をもつ訳ではないが，改行と句読点が日本語特有の間と切れ
字の働きを担っていると言える。
3．「古池や蛙飛こむ水のをと」の「蛙」は単数か複数か
守武の句のフローレンツによる最初の独訳には，桜とおぼしき樹木とともに
散りかかる花びらの間に舞い上がる 2匹の蝶の挿し絵が添えられている。し
かしフローレンツの独訳では，蝶は単数に訳されている。はたして守武の句の
蝶は 1匹なのか 2匹なのか。守武の句を日本語で味わう限り，このようなこ
とはあまり強くは意識されないであろう。しかし日本語の作品を独訳するとな
れば，単数にするか複数にするかは避けて通ることのできない問題である。前
掲のアストンとフローレンツの 3行訳を比較したらどうであろうか。アスト
ン訳では蝶が複数であり，フローレンツ訳では単数となっている。蝶は単数か
複数か──これはにわかに決定できることではないが，アストン訳の方がフロ
ーレンツ訳に比べて賑やかで華やいだ雰囲気があるように思われる。「花びら」
もアストンでは複数であり，フローレンツでは単数である。このように，名詞
を単数に訳すか複数に訳すかということは，短詩型の俳句にとって命にかかわ
る問題である。ところであの有名な芭蕉の句「古池や蛙飛こむ水のをと」の
「蛙」は単数であろうか複数であろうか。芭蕉のこの句には 100以上の外国語
への翻訳の試みがあるという。次にラフカディオ・ハーンのエッセイ集『異国
情緒と回想』のなかの「蛙」から，芭蕉の句の説明と英訳を掲げる（10）。因み
にハーンはこのエッセイに，「手をついて歌申しあぐる蛙かな」を始めとして
蛙の句を 24句採録している。
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最古の古典時代から今日まで，この蛙というテーマは，すべての階級の詩人とともに
人気のあるテーマでありつづけた。この点において注目すべきは，かの有名な芭蕉が
発句という韻律で作った要の詩は蛙（frogs）についてであった。この極端に簡潔な詩
形（シラブル 5−7−5の 3行）の成功は，感情描写の完全な一幅の絵を創造すること
にある。芭蕉の原作は，不可能ではないにしても英語で表現するのがむずかしい離れ
業的作品である。
Furu iké ya,
Kawazu tobikomu,
Midzu no oto.
Old pond──frogs jumped in──sound of water.
ハーンは芭蕉の句をまず 3行で示し，この 3行の各行を逐語訳するかたち
で英語に移している。見ての通り，ハーンはこの英訳で芭蕉の句の蛙を複数に
訳している。さらに言えば，ハーンはこのエッセイの表題「蛙」を複数にして
おり，今引用した芭蕉の句の説明においても「蛙」は複数である。しかし芭蕉
のこの句については，日本人の多くは潜在意識的に「蛙」は一匹であると思っ
ているであろう。ではなぜ日本通であったはずのハーンは蛙を複数に訳したの
か。ハーンはエッセイ「蛙」の冒頭で日本の印象を「異国情趣」として描いて
いる（11）。
旅のより単純な感覚印象のうちで，音（sounds）──広く開けた平野の音──以上
に，異国の記憶と結びついて，親密で鮮明に心に残るものは少ない。自然の声が．．．
地域によって異なることを知っているのは旅行者だけである。感情に訴え記憶に浸透
して，遠く離れた外国にいるという感情を与えてくれるのは，ほとんどいつも，自然
の声の調子・性質のこもる地方的な特性である。日本ではこの感情は，とくに昆虫の
鳴き声によって呼び覚まされる。．．．これに較べて程度は劣るが，日本の蛙の歌声の
なかにも──その歌声はどこへ行っても聞こえてくるために記憶に焼き付くのである
が──異国情緒ゆたかな特色が目立つ。稲は山の斜面や丘の嶺ばかりか市街区域内な
ど，国中いたるところで栽培され，どこへ行っても水を湛えた平地があり，いたると
ころに蛙がいる。日本を旅した者で稲田の蛙の喧騒を忘れる者はいないであろう。
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ハーンにとって異国情趣としての蛙は，日本国中どこへ行っても声を競って
鳴く生物であった。彼にとって蛙は稲田に群れをなして鳴き立てる生き物であ
った。このようにみるかぎり，ハーンにとって蛙は，ガアガアと鳴く複数を予
想させる生き物であったとみられる。次は彼の同じエッセイに採録されている
句であるが，この句の雰囲気こそハーンが稲田の喧騒のなかで出合った蛙の姿
ではなかったであろうか（12）。
畔道や蛙飛込む右左 鳴雪
Path between rice-fields ; frogs jumping away to right and left.
（［大意］田んぼの畔道，蛙たちが右に左に逃げ飛ぶ）
人の気配に気付いて蛙が田の畔道から水中に飛び込む情景──ハーンが芭蕉
の句を英訳したとき，彼の脳裏にはこのような田中の光景が見え隠れしていた
のではないだろうか。ハーンには日本の田園風景から受けた異国情趣としての
潜在意識があり，この潜在意識が作用して，芭蕉の句の蛙を複数に訳すことに
なった。その結果，芭蕉の句の「水のをと」は静寂を表わすのではなくて，
少々賑やかな気分を発散させるものに変わってしまっている。
ところで芭蕉の句の「蛙」が，日本でこれまでに複数として意識されたこと
がなかったかといえば，必ずしもそうとは言い切れないようである。復本一郎
氏によれば，江戸時代にすでに，芭蕉の句の蛙を説明して，蛙が「古池へどぶ
りどぶり」と飛び込むとか，「折々蛙のづぼんづぼんと飛込音」などと述べら
れており，「蛙」を複数に理解していたふしがあるという。しからば，作者で
ある芭蕉自身は「蛙」をどう見ていたのであろうか。これも復本氏によれば，
この句の二つの「真蹟芭蕉自画賛」には，蛙はそれぞれ一匹しか描かれていな
いという（13）。次に掲げるのは芭蕉の句の独訳の若干例である。ここでは蛙は
単数に訳されている。
Uralter Weiher： ［大意］蒼古の池，
Von dem Sprung eines Frosches 一匹の蛙の跳躍による
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Im Wasser ein Ton．（Gundert）（14） 水中の音。
Alter Teich in Ruh── ［大意］静かな古池──
Fröschlein hüpft vom Ufersaum． 子蛙が岸辺からぴょんと跳ぶ。
Und das Wasser tönt．（Coudenhove）（15） すると水音が響く。
Ein alter Weiher， ［大意］古池
in den ein Frosch hineinspringt── そこに一匹の蛙が飛び込む──
Gurgeln des Wassers．（Jahn）（16） 水のぼこぼこという音。
ところで「蛙飛こむ」と並んで人口に膾炙する芭蕉の句の一つは「閑さや岩
にしみ入蝉の聲」であろう。この句の蝉は何匹か。独訳でみるかぎり，蝉は単
数の場合も複数の場合もある。
Stille . . .! ［大意］閑けさ．．．！
Tief bohrt sich in den Fels 深く岩に浸透する
das Sirren der Zikaden . . .（Dombrady）（17） 蝉［複数］の鳴き声が．．．
Wie still es ist． ［大意］なんと閑かなことか。
Die Stimme der Zikade 蝉［単数］の声が
dringt bis ins Gestein．（Jahn）（18） 岩にしみ入る。
Stiller, heiûer Tag． ［大意］閑かな暑い日。
Der Zikaden Zirpen dringt 蝉［複数］の鳴き声が
durch das Felsgestein．（Coudenhove）（19） 岩をしみ透る。
4. E．パウンド（1885−1972）の 2行詩「地下鉄の駅にて」
ここでもう一度荒木田守武の句「落下枝に帰ると見れば胡蝶かな」に戻り，
この句が 1910年代のイギリス・アメリカの英詩運動「イマジズム（写象主
義）」に及ぼした影響について述べておきたい。イマジズムとはアメリカ出身
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の詩人パウンドがイギリスの詩人 F. S．フリント（1885−1960）らと起した
詩の運動で，この運動はそれまでの硬直した叙情詩の伝統と抽象的・功利主義
的な言語にあらがい，「明確なイメージ，無駄のない簡潔な表現，そして自由
詩形」（20）をめざした。1913年に発表されたイマジズムのテーゼは次の 3項目
である（21）。
1．主観・客観をとわず「物」（thing）をじかに扱うこと。
2．表現に役立たない言葉（word）を決して使わないこと。
3．リズムに関して。メトロノームによらないで，音楽の楽句（phrase）にしたがっ
て詩を書くこと。
ここに掲げたテーゼの第 1項と第 2項はイメージの重視である。第 1項の
「主観・客観をとわず〈物〉をじかに扱う」とは，対象を瞬時に直観し，あり
のままを言語化するということであろう。第 2項は「修飾語や装飾的言語を
極端に忌む〈体言の詩〉といわれる俳句の性格」（22）と同根である。第 3項は言
語に内在する音楽性の重視である。ところで「イマジズム」という名称はパウ
ンドに由来するが，彼はイマジズムの依って立つ「イメージ」と「知的・情緒
的複合」について次のように説明している（23）。
「イメージ」とは瞬間のうちに知的・情緒的複合を表現するものである。［中略］瞬間
的にこのような「複合」（complex）を表現することが，不意の解放感をあたえてくれ
るのだ。それは時間的制約とか空間的制約からの自由の意識である。そしてまた，そ
れは最高の芸術作品に接したとき経験するあの不意の成長の意識でもある。［中略］
だらだらとながい作品を書くよりも，生涯にいちど一つのイメージを表現する方がい
い。
この「〈イメージ〉とは瞬間のうちに知的・情緒的複合を表現するものであ
る」というパウンドのことばは，詩的表現に対する姿勢という点において，
「物のみへたる光，いまだ心にきへざる中にいひとむべし」という芭蕉のこと
ばを彷彿させる（24）。パウンドはイマジズムのテーゼを踏まえ，日本の俳句か
１２６ ハイクの周辺
らヒントを得て「重置法」（super-position）──「一つの観念（idea）をもう
一つの観念の上に重ねる」（25）──という「知的・情緒的複合」の手法をあみだ
し詩作した。次に掲げるのはパウンドが語る詩作の経緯である（26）。このパウ
ンド自身による詩作の経緯説明のなかで，彼が俳句を 2行形式で理解してい
る点に注目したい。日本の俳句からヒントを得た重置法の原理は，この俳句の
2行形式の理解と接点をもっていると思う。そしてこの 2行形式による理解の
しかたは，「一句の一か所に休止（断点）をおいた二つの句が，二つの磁極の
ように一つの豊かな世界をもたらす」（27）という日本の「二句一章」の説に通底
している（28）。
日本人は発句という．．．短い形式を発展させてきた。
The fallen blossom flies back to its branch :
A butterfly.
（落花枝に帰ると見れば胡蝶かな）
この英訳は大変よく知られている発句の要旨である。ヴィクター・プラー．．．はかっ
て私にこんな話をしたことがある。彼がある日本の海軍士官と雪の上を歩いていたと
ころ，猫が道を横切った場所にやってきた。すると士官が「ちょっとまって，いま詩
をつくるから」と言った。その詩というのは，ざっと次のようなものであった。
The footsteps of the cat upon the snow :
（are like）plum-blossoms.
（雪の上の猫の足あと梅の花）
〈are like〉（のような）という言葉は原詩には使われていないだろうが，意味を明ら
かにするために私が加えた。
「単一のイメージの詩」（one image poem）とは，一つの観念を他の観念の上に重ね
るという重置法の一形式である。それは，私が地下鉄の情緒によって取り残された行
き詰まりからの脱出に役立った。私は 30行の詩を書いたが，それはいわゆる「二流」
の作品だったので破棄してしまった。半年後にその長さの半分の詩を書いた。そして
1年後につぎのような俳句風の文章を書いた。
The apparition of these faces in the crowd :
Petals, on a wet, black bough.
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（人混みのなかにつと現われたこれらの顔：
濡れた黒い枝の花びら）
［中略］このたぐいの詩では，ある事柄が外面化し客観化をとげていくか，さもなけ
れば内面化し主観化をとげていく，その正確な瞬間を記録しようとするのだ。
このパウンドの 2行詩「人混みのなかに．．．」には「地下鉄の駅にて」（In a
Station of the Metro）という表題が付されており，じっさいにはパリの地下
鉄コンコルド駅での詩人の体験であるという。この詩では第 1行目で「人混
みのなかにつと現われたこれらの顔」という観念に，第 2行目の「濡れた黒
い枝の花びら」という観念が重置されている。ではなぜこの二つの観念が重置
されることになったのか。この点にこの詩の秘密が隠されていると思われる。
重置を可能にした要因は，パウンドが示した海軍士官の句の英訳のコロンと，
2行目の〈are like〉が解き明かしてくれている。英訳 1行目末尾のコロン
は，その本来の使用から推してここでは，「1行目の観念は 2行目の観念に通
じる」という意味であり，2行目冒頭の〈are like〉とともに類似性を表わし
ている。この類似性のからくりを，川本浩嗣氏は「主意」（tenor）と「媒体」
（vehicle）という用語を使って説明している（29）。この用語は『レトリックの
哲学』（The Philosophy of Rhetoric, 1936）の著者 I. A．リチャーズの隠喩論
が下敷きになっていると思う。リチャーズによれば隠喩とは主意と媒体の間の
類似性を基盤として成立する。この隠喩の原理を適用すれば，パウンドの詩で
は「人混みの中に現われた顔」の観念（主意）に「濡れた黒い枝の花びら」と
いう観念（媒体）が重ね合わされて，二つの観念の類似性が提示されていると
見做すことがきる。言い換えれば，この類似性こそ二つの観念を重置させる引
力であり，パウンドのいう「一つのイメージの詩」が成立する契機なのであ
る。主意と媒体の間のユニークな類似性の発見──それは新しい世界の切り開
きであり，イマジズムの求める詩的創造であったといえよう。主意と媒体は類
似性を契機として相互に引き合い作用し合って，いわば放電現象を起こし，
「一つのイメージの詩」を成立させる。
このように「一つのイメージの詩」が成立するためには，重置される主意と
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媒体の間に何らかの類似性が存在することが前提であるが，リチャーズは隠喩
においては主意と媒体の類似性に加えて，両者の間の相違性にも注目しなけれ
ばならないと忠告している（30）。
われわれは 18世紀のやり方のように，主意と媒体の相互作用は，両者の類似という
ことにのみ限ってはならないということです。［中略］隠喩の力として一致とか融合
をもち出すのは，ほとんど常に人を誤らせて有害です。一般に，主意と媒体のへだた
りが，類似と同様に作用していない隠喩は非常に稀です。いくらかの類似は，ふつ
う，転移の表面の根拠であるでしょう。しかし，媒体がもたらす独特の主意の変容は
類似の働きよりは，非類似の働きによる方が多いのです。
隠喩において主意と媒体の間の類似性のみを強調するとすれば，両者間に働
く引力関係の説明にはなりえても，それは隠喩の隠喩たるゆえんの説明にはな
り得ない。類似性は隠喩の条件となるが，主意と媒体の間の類似の度合いが高
すぎれば，両者は同義的となり隠喩の効果は半減する。したがって隠喩が隠喩
性を発揮するのは主意と媒体の間に，類似性とならんで相違性があるからであ
り，この相違性こそが隠喩の究極的な存在価値であると言える。古い隠喩論は
類似性という隠喩成立の契機に注目するあまり，相違性という隠喩の効果にか
かわる側面に十分な注意を払わなかった。すでに述べたように，主意と媒体は
両者の類似性を契機として放電現象を引き起こすのであるが，それによって成
立する「一つのイメージの詩」の全体像は，むしろ両者の相違性によってもた
らされると考えられる。
ところで，すでに掲げた「地下鉄の駅にて」の詩作の経緯に見られる通り，
守武と海軍士官の句は 2行形式で理解されている。パウンドの詩が 1913年に
発表されたことを考え合わせるならば，当時すでにハーンや B. H．チェンバ
レンによる守武の句の 2行訳が存在したことが注目されてよいであろう（31）。
パウンドがこれらの 2行訳のすべてに接していたかどうかは定かでないが，
岩原泰夫氏によればチェンバレンの 1910年の訳は見ていた可能性があるとい
う（32）。
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When I saw the fallen flower return to the
branch── lo! it was only a butterfly.（Hearn, 1904）
［大意］散った花が枝に帰るのを見た。
あれっ，それはただ一匹の蝶であった。
Fall'n flow'r returning to the branch──
Behold! it was a butterfly.（Chamberlain, 1910）
［大意］散った花が枝にもどってゆく──
見よ，それは蝶であった。
パウンドは一つの俳句のなかに観念の二重性を認めて重置法を案出したので
あったが，もし彼が日本の連句における付合の技法に注目していたとしたら，
どのような詩法を編み出していたであろうか。俳句における二重性という理解
は，イマジズム以降アメリカではかなり広まっていったようである。パウンド
の「地下鉄の駅にて」という詩作の例は，日本の俳句に触発されて外国人が独
自にあたらしい詩作の可能性を拓いた好例である。
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